





































































検 定 を 用 い た。 統 計 解 析 に は
SPSS（ＩＢＭ社）を使用した。
　結果₁-₁ に対象者の年齢と身
体的特徴を示したが，全国平均と
比較すると標準的な数値を示し
た。
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　結果₁-₂ には生徒が調査当時
に利用していた機器類の種類とそ
の割合を示した。スマートフォン
と携帯電話を所有していた生徒は
ほぼ全員で，全体の₅割弱が自宅
でパソコンやタブレットも使用し
ていた。
　内閣府の調査によると，高校生
の約₄割が₂時間から₄時間通信
機器を使用していると報告されて
おり，その割合が最も高かったこ
とから，下の表のように₂時間以
上₄時間未満を中間群とみなし，
その範囲以上と未満の₃群に分類
して他の回答との関連性を分析し
た。
　結果₂-₁ に就寝時刻，
結果₂-₂ に起床時刻を示した。
就寝時刻では女子に顕著な結果が
みられ，午前０時以降に就寝する
生徒が₄時間以上の群で約₆割を
占めていた。
　また，起床時刻では₇時台に起
床する生徒は女子の₄時間以上の
群で₅割いた。
　結果₃-₁ には自覚している症
状を示した。全体では，₄時間以
上の群で「やる気がしない」「腰
が痛い」「いらいらする」「目が乾
く」という症状を呈する生徒が有
意に多い結果となった。
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　結果₃-₂ は，結果₃-₁の結果
をもとに自覚症状の数を群別に比
較した。女子では使用時間が長く
なるほど一人あたりの自覚症状数
が多く，３群間で有意な差がみと
められた。
　結果₄には健康への自己評価と
食欲に関する結果を示した。男子
では₄時間以上の群で健康への自
己評価が有意に低く，有意な差は
なかったが朝や夜の食欲がある生
徒の割合が低い値を示した。
　一方で女子の場合，特に₄時間
以上の群で昼と夜の食欲が男子と
は逆に増加していた。
　結果₅-₁ には栄養素等摂取量
を示した。男子は，機器の使用時
間が長くなるほど摂取量が低値を
示したが，顕著な差はみられな
かった。
しかし，結果₅-₂ の微量栄養素
の摂取量をみると，男子の₄時間
以上の群が他の₂群と比較して有
意に低値を示した。一方で，女子
の場合には全般において顕著な結
果がみられなかった。
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